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■
販
売
価
格　

１
袋　

税
込 

１
０
０
円

　
　
　
　
　
　

内
容
量
15
㎏

　
　
　
　
　
　
（
１
世
帯
１
人
ま
で　

最
大
10
袋
）

■
配
布
場
所　

さ
か
い
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

坂
井
市
坂
井
町
今
井
一-

一

■
配
布
日
時　

毎
週
火
曜
日
、木
曜
日

　
　
　
　
　
　

９
時
〜
12
時

■
申
込
方
法　

あ
ら
か
じ
め
電
話
で
の
予
約
が

　
　
　
　
　
　

必
要
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
　
　

坂
井
地
区
広
域
連
合　

総
務
課

　
　
　
　
　
　

☎
７
２
ー
３
３
０
８

さ
か
い
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

す
く
す
く
さ
か
い（
汚
泥
肥
料
）を

販
売
し
て
い
ま
す
。※

耕
作
時
期
は
、お
渡
し
に

　

時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

　

早
め
の
ご
注
文
を
お
願
い

　

し
ま
す
。

業
務
シ
ス
テ
ム
標
準
化
に
伴
う
各
種
変
更
に
つ
い
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
さ
か
い
と
の
連
携
に
つ
い
て

　

国
は
、
全
国
の
自
治
体
の
主
な
業
務
で
取
扱
う
シ

ス
テ
ム
の
統
一
・
標
準
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の

一
環
と
し
て
、
坂
井
地
区
広
域
連
合
の
実
施
す
る
介

護
保
険
業
務
シ
ス
テ
ム
が
、
令
和
７
年
11
月
25
日
か

ら
国
の
定
め
た
「
標
準
仕
様
書
」
に
適
合
し
た
シ
ス

テ
ム
に
変
更
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
坂
井
地

区
広
域
連
合
が
発
行
す
る
通
知
書
や
被
保
険
者
証
等

の
様
式
や
文
字
デ
ザ
イ
ン
が
一
部
変
更
と
な
り
ま
す
。

様
式
に
つ
い
て
は
坂
井
地
区
広
域
連
合
Ｈ
Ｐ
、
文
字

に
つ
い
て
は
デ
ジ
タ
ル
庁
Ｈ
Ｐ
に
て
詳
細
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

坂
井
地
区
広
域
連
合
で
は
、
医
療
と

介
護
両
方
の
サ
ー
ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
を
有

す
る
高
齢
者
が
増
加
す
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
２
０
４
０
年
に
向
け
て
、
住
民

の
み
な
さ
ま
一
人
ひ
と
り
が
、
そ
の
人

ら
し
く
住
み
慣
れ
た
環
境
で
生
活
を
継

続
で
き
る
よ
う
、
坂
井
地
区
の
介
護
保

険
事
業
者
団
体
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
さ
か

い
」
と
協
力
し
、
介
護
従
事
者
の
資
質

向
上
の
た
め
の
研
修
や
部
会
の
開
催
を

行
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
さ
か
い
と
十
分
に
連
携
し
な
が
ら
、

よ
り
よ
い
坂
井
地
区
の
実
現
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

坂井地区広域連合HPデジタル庁HP

　真夏日も過ぎ、秋の風が感じられる季節になってきました。今回初めて広報誌の編集に携わり、広報
誌を作成するうえで様々な方とお会いしました。貴重な機会をいただき、学ぶことが多くあったと感じ
ております。今後もよりよい広報誌の作成に努めたいと思っております。作成に携わってくれた方に心
より感謝申し上げます。（T.K）

7月30日に坂井地区で活躍している外国人介護職員のネットワークづくりや
スキルアップなどを目的とした研修会を開催しました。
介護のお仕事の意義や正しい介護技術、コミュニケーションの重要性を学ぶ
だけでなく、すぐに実践できるレクリエーションなどの体験、グループワー
クなども行いました。

外国人介護職員の集い

9月10日に外国人介護職員を指導している日
本人職員の指導力向上を目的とした研修会を
初めて開催しました。
研修会では、外国人介護職員の集いに参加し
た外国人介護職員のみなさんから挙がった業
務上の悩みや困りごと等を把握した上で、伝
わりやすいコミュニケーション方法や指導時
の留意事項を学びました。

日本人指導者向け研修

接遇セミナー 介護技術向上セミナー

役員会の様子
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利
用
者
や
ご
家
族
の
相
談
対
応
を
行

っ
た
り
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
関
連
機

関
と
の
連
携
を
図
り
在
宅
で
の
生
活
を

続
け
ら
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
施
設
の
職
員
（
介
護
士
・

看
護
師
・
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士

な
ど
）
と
利
用
者
の
支
援
の
方
向
性
を

共
有
し
、
そ
の
人
に
合
っ
た
支
援
の
調

整
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

■
介
護
の
仕
事
を
始
め
た
き
っ
か
け

　

高
校
生
の
時
の
職
場
体
験
で
す
。
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
行
か
せ
て
い
た

だ
き
、
目
の
見
え
な
い
方
の
お
話
し
相

手
と
し
て
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
体
験
が
終
わ
り
帰
ら
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
お
伝
え
し
た
時
に
、
何
度
も

「
あ
り
が
と
う
。
あ
り
が
と
う
」
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
何
も
し
て
い
な
い
、
お

話
を
し
て
い
た
だ
け
な
の
に
感
謝
の
言

葉
を
か
け
て
下
さ
っ
た
と
き
に
申
し
訳

な
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
「
あ
り

が
と
う
」
と
言
わ
れ
る
な
ら
何
か
役
に

立
つ
こ
と
を
し
て
言
わ
れ
た
い
と
思
っ

た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

■
特
に
大
変
だ
と
思
う
こ
と
は
？

　

人
は
誰
一
人
と
し
て
同
じ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
育
っ
て
き
た
環
境
や
考
え
方

が
違
う
方
々
が
集
団
の
中
で
生
活
を
さ

れ
ま
す
。
そ
れ
は
利
用
者
だ
け
で
な
く
、

関
わ
る
職
員
も
同
じ
で
す
。

　

そ
の
人
の
「
自
分
ら
し
さ
」
が
発
揮

で
き
る
環
境
づ
く
り
が
今
は
大
変
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

■
仕
事
の
中
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

　

話
を
聴
く
、
と
い
う
事
で
す
。
自
分

ら
し
く
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く
に
あ

た
っ
て
、
そ
の
人
の
過
去
を
知
る
。
現

在
を
知
る
。
と
い
う
事
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。

　

な
か
な
か
本
心
で
話
さ
れ
な
い
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
話
し
や
す
い
雰

囲
気
で
あ
っ
た
り
、
姿
勢
で
あ
っ
た
り

な
ど
工
夫
し
な
が
ら
お
話
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

■
や
り
が
い
を
感
じ
る
瞬
間
は
？

　

利
用
者
の
笑
顔
が
見
ら
れ
た
時
で
す
。

　

そ
れ
は
普
段
の
何
気
な
い
会
話
で
み

ら
れ
た
り
、
「
〜
し
た
い
」
と
の
ご
要

望
に
応
じ
た
際
に
み
ら
れ
た
り
と
様
々

で
は
あ
り
ま
す
。

　

利
用
者
の
笑
顔
が
一
番
の
や
り
が
い

に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

■
将
来
の
夢
や
目
標

　

「
こ
れ
」
と
い
っ
た
も
の
は
正
直
今

は
考
え
て
い
な
い
で
す
。

　

自
分
の
周
り
が
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い

る
と
い
い
な
・
・
・
と
漠
然
で
は
あ
り

ま
す
が
思
い
描
い
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
そ
の
為
に
は
自
分
が
笑
顔

で
い
な
い
と
い
け
な
い
と
も
思
っ
て
い

ま
す
。

　

自
分
も
楽
し
く
仕
事
が
出
来
る
仕
組

み
づ
く
り
に
努
め
、
自
分
の
周
り
が
笑

顔
で
溢
れ
る
場
所
づ
く
り
を
し
て
い
き

た
い
で
す
。

■
介
護
の
仕
事
を
目
指
し
て
い
る

　
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

人
生
経
験
豊
富
な
方
々
と
接
す
る
お

仕
事
で
す
。

　

様
々
な
経
験
を
さ
れ
て
き
た
方
々
か

ら
学
ぶ
こ
と
は
大
き
い
で
す
。
そ
れ
が

自
分
の
自
信
・
成
長
に
繋
げ
て
く
れ
ま

す
。
失
敗
し
て
も
利
用
者
の
笑
顔
に
助

け
ら
れ
な
が
ら
仕
事
が
出
来
て
い
ま
す
。

　

私
は
介
護
の
仕
事
を
選
ん
で
良
か
っ

た
な
と
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。

生活相談員

津 田  春 香さん

県民せいきょう坂井きらめきデイサービス
住所：坂井市坂井町大味56号
定員：28名
営業時間：9：00～17：00

き
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　介護施設の人材不足は深刻な状況である。配置規準
を満たすために、外国人人材を積極的に採用している。

介護の仕事では利用者とのコミュニケーションは欠か

す事ができないが、高齢者の人たちには福井弁を多用

する人も多いのではないかと思われる。外国人介護職

員の集いの中で、楽しみながら福井弁を理解できるよ

うな工夫はできないか。

　管内に在籍する外国人介護職員は、令和6年10月1
日付で総数68名になっている。外国人介護職員の集
いには、定員10名に対し令和6年度が9名、令和7年度
が8名の参加があった。参加者のアンケートで福井弁
が分からず利用者とのコミュニケーションで困る事が
あるとの意見もあった。外国人介護職員の意見を聞き
ながら、研修内容を工夫していきたい。外国人介護職
員が、安心して長期的に就労できる環境整備を推進し
ていきたい。
　昨年の訪問介護基本報酬引き下げの影響から、収益
が悪化し訪問介護からの撤退や廃業する事業者の増加

が問題視されている。その様な中、経営が悪化した事

業所を支援する自治体も出てきた。管内の訪問介護事

業者の収益への影響は実績でどれくらいなのか。また

介護報酬改定による、訪問介護事業者への減収分の補

填をしてはどうか。

　令和6年度の訪問介護の給付費は、前年度より
2,304万円の増加であり、報酬改定による深刻な影響
はないと捉えている。
　訪問介護事業所の介護保険収入の減収は都市部で大
きくなっており、坂井地区内の訪問介護事業所への影
響は少なく、経営難に陥っている状況ではない。減収
分の補填等は考えていない。

　坂井地区の介護施設の受け入れ可能数と、職員数を
伺う。

　施設の定員数は、令和7年7月末現在、介護老人福
祉施設が8ヶ所、介護老人保健施設が6ヶ所、合計14
ヶ所で886名。入所者数は坂井地区の被保険者で743
名である。また、地域密着型介護老人福祉施設は9ヶ
所で定員235名、受け入れ数は223名である。現職員
数は令和6年10月1日現在531名である。
　訪問介護の対象者数と訪問介護員の人数を伺う。
　対象者数は、令和7年7月現在438名、訪問介護員は
令和6年10月現在272名である。
　今後、訪問介護が増加すると予想するが、増加に対
する体制強化について伺う。

　坂井地区において2040年に向けて働く世代の減少
が進行する一方で、一人暮らしの高齢者の増加が見込
まれる。掃除・洗濯・ゴミ出しなどの生活支援は、訪
問型サービスB事業の提供を中心に、構成市と連携し
て体制強化を図る。
　介護従事者の処遇改善について、今後の取り組みを
伺う。

　さらなる賃上げを通じた安定収入の確保は、介護従
事者の確保と介護サービスの質の向上に直結する極め
て重要な課題である。賃金水準の改善だけでなく、勤
務条件の改善、キャリア形成の整備を同時に進める必
要があるため、引き続き総合的な人材確保対策と事業
所育成を進めたい。

　令和６年度の代官山斎苑の火葬料金は１万円であり、
全国的にも低い水準である。市民が安心して利用でき

る料金を維持するためには、持続可能な運営が必要で

ある。直近の収支状況や老朽化対策、今後の料金の見

通しについて伺う。

　直近３年間はいずれも実質収支が黒字で推移してい
る。老朽化対策は点検修繕計画に基づき、令和８年度
から５年間で約6,070万円を見込んでいる。運営は指
定管理者制度を活用し、効率化と費用削減を図ってい
る。収入は構成市負担金、火葬・霊柩車使用料などで
賄っており、今後も物価高騰等を踏まえつつ慎重に料
金改定を検討する。
　他の地域では、外資系企業の参入によって料金が急
激に高騰した事例がある。参入による料金の高騰には

備えているか。

　火葬場の設置は法律により都道府県の知事の許可が
必要となる。全国的にみても民間の火葬場は少なく、
県内はすべて公営であるため、新たに民間企業が知事
の許可を得て参入は現実的に困難と考えている。
　現在実質収支が黒字なのは利用者が多いためと考え
るが、人口減少が進めば料金維持は不透明である。や

むを得ず料金改定が必要となる場合でも、急激な値上

げは避けるべきと考えている。そのような場合に市民

負担を抑えるための仕組みはどのように検討している

か。また、市民サービスとしての公平性を守りながら、

安心して利用できる体制づくりを広域連合に求める。

　料金改定については公共サービスの一環として今後
も慎重に検討したいと思っている。低所得世帯には生
活保護世帯への減免を実施している。それ以外の低所
得の方にも将来値上げが必要になった場合には、近隣
市町の動向を踏まえて検討していく。

　地域活動の人材発掘育成と地域との連携充実を。
　介護保険事業計画の基礎資料として令和4年度に実
施した調査では、地域活動への参加意欲が19.3％であ
り、現在、構成市や市社会福祉協議会が中心となって、
生きがいづくりや社会参加の担い手となる人材発掘・
育成に取り組んでいる。具体的には、フレイルサポー
ターや生活介護支援サポーターといった有償ボランテ
ィアを育成しており、7月末現在、フレイルサポータ
ー170人、生活介護支援サポーター83人が養成研修を
受講している。また身近な支援者となる区長、民生委
員、福祉推進員を中心に、地域包括支援センター職員、
介護の専門職が地域の中で見守り支援や地域の居場所
づくりに関わっている。
　仕事と介護が両立できる環境整備を。

　令和４年度の調査では、坂井地区の主な介護者は
60歳以上が71.9％を占めており、その内、仕事を続
けながら介護している方はほぼ半数である。このこと
から地域包括支援センターでは、仕事と介護を両立し
ながら、少しでも介護者の不安を軽減できるよう、家
族介護教室や交流事業を通じて介護に関する研修や座
談会を開催している。また広域連合では坂井地区介護
者負担アセスメントシートの積極的な活用を推進して
おり、介護負担リスクの高い家族介護者の早期発見、
早期支援に繋げられるよう、居宅介護支援事業所およ
び地域包括支援センター職員を対象とした研修会を開
催している。さらに、構成市では認知症の人や家族の
視点を重視しながら、共生と予防を車の両輪とした認
知症カフェなど、様々な施策を推進している。今後も
家族相談支援の充実に関係機関と連携して取り組んで
いく。
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問
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問
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問
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問

答
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答

問

答

問

答

問

答

問

答

伊藤　聖一 議員

外国人介護職員の
集い事業について

永井　純一 議員

介護は「命のインフラ」、
体制の強化を。

野沢　裕希 議員

安心して利用できる
代官山斎苑の料金維持を

北浦　博憲 議員

高齢者の生きがいづくりと
介護支援について

第82回 広域連合議会定例会
○令和６年度坂井地区広域連合一般会計歳入歳出決算の認定について
○令和６年度坂井地区広域連合介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
○令和６年度坂井地区広域連合代官山墓地特別会計歳入歳出決算の認定について
○令和７年度坂井地区広域連合一般会計補正予算（第１号）
○令和７年度坂井地区広域連合介護保険特別会計補正予算（第１号）
○令和７年度坂井地区広域連合代官山墓地特別会計補正予算（第１号）
〇財産の取得について（霊柩車購入）
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長

上 

程 

議 

案 第82回広域連合議会定例会が8月22日（金）に

開催されました。

今回は、７議案等が上程され、いずれも原案の

とおり認定および可決されました。

また、４名の議員が一般質問を行いました。
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歳入総額
7億

1,971万7千円

令和６年度　会計決算報告

　令和６年度坂井地区広域連合一般会計および介護保険特別会計ならびに代官山墓地特別会計の決算に

ついて、その概要をお知らせします。

※１　金額は原則千円未満を四捨五入しています。　※２　比率は小数点第２位以下を四捨五入しています。

歳入：分担金及び負担金（あわら市・坂井市からの負担金）
　　　葬斎場や霊柩車、廃棄物処理施設の使用料及び手数料
歳出：さかいクリーンセンター維持管理・運営委託料
　　　　　　　  代官山斎苑指定管理者委託料

歳出総額
6億

9,897万5千円

自主財源 68.1％

一 般 会 計

・・・・・・・・・・ 3億3,175万1千円

・・・・・・・・・・・・ 2,307万8千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9,615万8千円

　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4,270万円

依存財源
31.9％

分担金及び負担金
3億3175万1千円
（46.1％）

使用料及び手数料
2,307万8千円（3.2％）

財産収入
279万9千円（0.4％）

繰入金
1億727万2千円
（14.9％）

諸収入
142万4千円（0.2％）

国庫支出金
1億5,253万6千円
（21.2％）

県支出金
7,706万1千円
（10.7％）

繰越金
2,379万6千円
（3.3％）

人件費
4,118万7千円（5.9％）

物件費
1億7,211万5千円
（24.6％）

補助費等
4億946万5千円（58.6％）

維持補修費
361万3千円
（0.5％）

普通建設事業費
76万2千円（0.1％）

積立金
195万円（0.3％）

繰出金
6,988万3千円
（10.0％）

CONNECT＋

令和６年度　保険給付費の財源内訳　保険給付費１０９億４，２７５万４千円

介護保険は、介護が必要な方を社会全体で支え合い、介護サービスに要する費用の半分（50％)を公費（国・県・市町村）で
負担し、残りの27％を40歳から64歳までの方が、23％を65歳以上の方が保険料として負担する仕組みです。

国庫負担金（調整交付金）
3億3,891万5千円

国庫負担金（災害等臨時特例補助金）
12万9千円

介護給付費に係る返納金等
2,381万8千円

公費　50％ 保険料　50％

国庫負担金
19億5,027万円

県負担金
15億

818万3千円

構成市負担金
13億

6,689万5千円

低所得者保険料軽減負担金等
6,881万7千円

支払基金交付金
29億4,802万2千円

第１号被保険者保険料
27億3,770万5千円

歳入：使用料及び手数料（代官山墓地使用料及び維持費）
　　　繰越金
歳出：指定管理者委託料

代官山墓地特別会計

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 272万5千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 66万3千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 200万円

使用料及び手数料
272万5千円
（80.3％）

歳出総額
267万円

財産収入
2千円
（0.1％）

繰越金
66万3千円
（19.6％）

物件費
200万5千円
（75.1％）

積立金
66万5千円
（24.9％）

区画区分 使用料 維持費 残区画数
3.0㎡

(1.5ｍ×2ｍ) 144,000円 28,000円 6区画

4.0㎡
(2ｍ×2ｍ) 172,000円 31,000円 26区画

6.0㎡
(2ｍ×3ｍ) 228,000円 37,000円 45区画
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芦原街道

芝政ワールド

芦原中学校広域農道（フルーツライン）

三国競艇場

あわら湯のまち駅

至
加
賀

至
三
国

305

305

代官山墓地

令和７年８月１８日現在

お
問
い
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せ
先
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課
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３
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代
官
山
墓
地
の
使
用
者
を
募
集
し
ま
す
！
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官
山
墓
地
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？

代
官
山
墓
地
と
は
？

歳入総額
339万円

自主財源
100.0％

歳入：保険料（第１号被保険者…６５歳以上の方の介護保険料）
　　　支払基金交付金（第２号被保険者…４０歳以上６５歳未満の方の介護保険料）

歳出：介護サービスに係る保険給付費、地域支援事業介護予防・生活支援サービス
　　　事業費（第１号訪問・通所事業）等

介護保険特別会計

人件費
1億3,511万2千円（1.2％）

・・・・・・ 27億7,859万3千円

・・・・・・・・・・・・ 30億4,177万2千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・111億2,412万9千円

歳入総額
118億

1,185万3千円

保険料
27億7,859万3千円
（23.5％）

分担金及び負担金 
15億7,675万5千円
（13.4％）

使用料及び手数料  
18万1千円（0.0％）

財産収入 
50万9千円（0.0％）

繰入金 
6,988万3千円（0.6％）

繰越金 
3億6,655万9千円（3.1％）

国庫支出金 
24億194万6千円
（20.3％）

国庫支出金 
24億194万6千円
（20.3％）

諸収入 
2,490万4千円（0.2％）

支払基金交付金 
30億4,177万2千円
（25.8％）

県支出金 
15億5,075万1千円
（13.1％）

自主財源 
40.7％

依存財源
59.3％

歳出総額
117億

8,156万9千円

物件費
1億2,051万1千円
（1.0％）

扶助費
111億2,412万9千円
（94.4％）

補助費等
1億7,466万9千円
（1.5％）

積立金
1億1,987万6千円（1.0％）

繰出金　1億727万2千円（0.9％）


